






















































































































時期設定 栖鳳の立場 作 品 例 説 明
明治2。年代初期 画工(友 禅染めの下絵描 「掛け輒 光琳騨 黼 らしさのない下絵き)花 図』」
明治20年代後半 現場監督(刺 繍職人を直 「富士山図」(類例)刺 繍画の下絵を制作 し
～30年頃 接指導する立場)刺 繍師を監督した
プロデューサー(高島屋 「ベニスの月」=絵 画と同表現のビロー
明治33年轍 での総 作品製作につし'「糊 図」刺徽 立 ド友禅壁掛
て、調査 ・企画 ・下絵作 と屏風=工 芸作品と絵画の同
成 ・監督指導等する)等 な制作実例
高島屋は栖鳳を日本画家 「絵になる最初」 日本画家 ・栖鳳の知名大正3年
として待遇 → 「栖鳳絣」に利用 度を利用 した販売戦略
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